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第2節歴史的環境

第4図周辺遺跡分布図
国土地理院発行 1: 25，000地形図 みしま(静岡2号1)使用

青木原遺跡 11 猪追函遺跡 21 平目前田遺跡

2 伊思国分寺跡 12 茶臼山遺跡 22 金沢遺跡

3 芝本町遺跡 13 御薗川遺跡 23 手苦L遺跡
4 ニ嶋大社・塔ノ森廃寺 14 壱町田遺跡 24 鶴喰広田遺跡

5 ニ島御殿跡 15 道下遺跡 25 中島B遺跡

6 ニ島代官所跡 16 西大久保遺跡 26 桶限遺跡

7 市ヶ原廃寺 17 奈良橋向遺跡 27 長伏遺跡

8 上才塚遺跡 18 柳添遺跡 28 向山古墳群

9 谷間天台遺跡 19 蔵地原遺跡 29 上阿弥陀遺跡

10 源平山遺跡 20 青木B遺跡 30 中島遺跡
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第E章遺構と遺物

第2節遺物

今回の青木原遺跡の調査区は、旧河道埋没部に相当し、その遺物包含層の上・中位は、幾度も河川浸

食と再堆積を繰り返している。出土する遺物の多くが、JI!中で転回して細片化し、表面も摩滅している。

遺物の様相は、一部の完形品や残存率の高い品、重量物を除いて、御殿川上流沿岸部の古人の活動の反

映と捉えられる。

以下、包含層中より出土した土器、瓦、石器・石製品、金属製品、木製品、種子類について、その内

容を記載する。なお、動物遺体の詳細については、 59頁からの付編2を参照されたい。

(1) 土器

1 縄文土器・弥生土器・土師器・中世素焼土器(第6~10国 1~95/第 l 表/図版 3 ~ 8) 

1 ~95は、縄文時代から中世に比定される酸化焼成された土器である。

1は、縄文時代中期後葉に比定される、曽利 IないしE式土器の深鉢胴部片である。器面は、半蔵竹

管内皮を用いた縦方向の条線文が施された後、隆帯を貼付けている。年代的に三島・沼津の現平野部が

形成される以前の遺物である。青木原遺跡東方の箱根西麓に位置する縄文遺跡からの流れ込みは、大場

川によって遮断されるため想定し難いので、現三島市北部、萩・徳倉付近に占地していた縄文遺跡が

2900年前の富士山体崩落に伴い発生した御殿場泥流により破壊され、流出してきたものと考えられる。

2 ~38は、弥生時代~古墳時代前期に比定される、弥生土器・土師器の壷である。

2は、弥生時代中期以前に比定される、器面を条線調整した壷の胴中位~底部で、胎土には、多量の

花崩岩片が含まれており、比較的薄手で、硬く焼き締まっている。

3~5 は、弥生時代中期に比定される壷で頚下位~胴上位に文様帯を持つものである。 3 は、 2 段の

文様帯が残存し、上段は、原体LR単節縄文を横方向に施文、下段は、沈嫌によって互い違いの重三角

区画し、逆三角形区画側に刺突文を充填している。 4は、原体LR単節縄文を横方向に施文した後、沈

線で多段に区画し、 l段の縄文を磨消す。 lは、原体LR単節縄文を施した後、沈線で枠状の区画をし、

外枠区内に流水文を施し、内枠内を磨消している。

6は、広口壷の口縁部で内面側に連弧文を施文する。 7・8は、いずれも網代痕が残る底部である。

9~11 ・ 33 ・ 34は、弥生時代後期に比定される、頚下位~胴上位に羽状縄文・擬似羽状縄文の文様帯が

設定される壷である。 9.34は、撚りの方向の異なる縄文原体を平行して器商に押し当て、羽状縄文帯

をつくる。 9は、縄文原体の端部を結節している。 10・11・33は、ハケ工具先端を段別に傾きを変え連

続刺突し、擬似羽状縄文帯をつくる。 33・34は、円形の粘土板を文様帯に貼付ける。

32は、頚下位~胴上位に文様帯を持たない壷で、外面は、丁寧に磨かれている。

12は、直口査の口縁部である。 9. 13~19は、折返口縁壷である。 9 . 18・19は、外縁部にハケ工具

先端による連続刺突が施されている。 9・14・16・17は、縄文による文様帯がつくられる。 17は、短突

帯が貼付けられる。 20は、折返部の断面形が三角形を呈す。

なお、 9は、ほぼ完品の状態で出土しており、表面に流磨痕も観察されない。今回の調査の出土土器

の内、埋没後、原位置を移動していないとみられる数少ない資料である。

21~26は、複合口縁壷の口縁部である。断面上の観察より、 21~23は、口縁部の外側に粘土を貼り合

わせ、肥厚させたっくりなのに対し、 24・25は、折返口縁の上に筒型の臼縁部を積み上げたっくりにな

っている。 21の口縁部は、大きく広がり、 26の口唇部は、内側に突出する。 23~26は、断面三角形の突

帯が縦方向に貼付けられる。

27は、比較的小形の査である。外面は、ハケ調整の後、丁寧に磨かれている。

28~31は、小型壷である。 28は、直口縁、 29は、底部、 30 ・ 31は、やや扇平な胴部を残す。
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軽石
184 

81& 

S=l :2 

璃瑠

187 

のため、発生した「繋」、「抜けJ部分が複数箇所確認される。今回の調査区の東部 (C-14グリッド北

西。検出標高12.250m)の砂喋層下位(包含層最下位)より出土したが、周辺に掘り込み・落ち込み等

は、確認されなかった。

189は、帯状円環型銅釧の再加工品である。推定径65mm程度の帯状円環型銅釧をほぼ半分に切断した後、

その片方を大きく 3箇所で屈折して、あらためて環状に加工する。銅帯端部には、切り離し時に生じた

角縁の折曲が確認される。銅帯の断面は、模形で、幡10mm、摩さ 2mm、展開長は、 108mmを測る。小銅

鐸から北東側に5.7m離れた(現御殿川流路下流側。 D-15グリッド北西。検出標高12.316m)同層位中

より出土した。

188・189の帰属時代については、同一層中より出土している残存率の比較的高い土器から判断し、弥

生時代後期~古墳時代前期とする。

190は、鉄製の万子である。

191は、中世渡来銭貨の聖宋元賓である。初鋳年は、北宋の建中靖国元 (1101)年であり、銭銘は、

行書体である。

192・193は、真録製の煙管の吸口である。両者とも内部に炭化した羅宇の一部が残存していた。 193

の街え部分が前歯の噛み潰しに起因するものか、横断楕円形に変形している。近世・近代に比定される。
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第E章遺構と遺物

(5) 木製品(第7表)

今回調査では、打設されていた部材(杭)を除いた木製品の多くは、御殿川増水後の滞水部に溜まっ

た漂着物とみられ、調査区南部の最終堆積砂層中より集中して出土した。出土状況から、帰属時代は、

近世・近代に比定される。

箸、栓、円板類を始めとして、欠損品を含め、大量の出土を見ており、遺存状況の良好である代表的

なものを選別して掲載した。闘示した資料75点の素材樹種の詳細とその分析については、 45頁からの付

縞1を参照されたい。

1 容器(第16図194~200/図版15 ・ 16)

194~198は、漆塗容器である。全て素材の樹種は、ブナ属で、木取りは、横木取りである。

194・195は、漆塗椀葦である。 194は、内面に赤色、外面に黒色の漆が塗布される。把手見込(頂部)

に草花、体部に3箇所、丸に橘の文様が配される。 195は、内面に赤色、外面に黒色の漆が塗布され、

頂~体部に渡り、花弁の芯部を赤、他を黒で、菊花葉文様を描いている。

ブナ属

194 
ブナ属

195 

六三L~
S=1:3 100m 

y 
。 S=l :6 200m 

第16図 出土遺物実測関(木製品 1) 
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第2節遺物
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第22図 出土遺物実測図(木製品7)
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第E章遺構と遺物

エゴノキ腐
257 

口

。 ~:ó今回
2SO 281 

第四図 出土遺物実測図(木製品8) 

る。 251は、ヒノキを素材とする。外縁最大径は、 30mm、中央穿孔の径は、 4mm大で、表裏両面から開

けられているが、若干ズレを生じている。 252は、アカガシ亜科を素材とする。外縁最大径は、 48mmで、

中央円孔径は、 12mmを測る。

253は、刃物の柄または、包丁の鞘である。イチイを素材とし、外面には、漆が塗布されている。

254・255は、万の鞘である。ともにヒノキを素材とする。

256 . 257は、傘曜瞳である。 256は、頭韓櫨で、傘骨を暖める溝は、残存部の状況から、推定50本前

後とみられる。中央に挿入された傘の柄の一部が残存する。聴瞳本体の素材は、エゴノキ属、柄の素材

は、竹笹類である。 257は、漆塗の手元聴轄で、先に黒漆を塗布した後、条の下面や手元部に赤漆を塗

布する。傘骨を猷める溝は、推定54本。素材は、エゴノキ属である。
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第][章遺構と遺物

258は、将棋の駒である。材面に直接墨書がされており、表面に「飛車」、裏面に「龍」字の一部が読

み取れる。素材は、カヤである。

259は、サワラを素材とした円錐状の木製品である。上端中央を深さ12mm程度割り抜き、窄まる下端

を丸く加工する。外見的特長から叩き独楽の可能性がある。

260・261は、木彫像である。人物を象り、頭部と胴体部を削り出している。 260は、腕を作り、全体

的に丸みを帯びるが、 261は、四肢の作り出しをせず、頭部・胴部に相当する箇所の横断形は、角縁を

落とした方形である。どちらもヒノキを素材とする。

7 部材類(第24図262~267/図版21)

262~266は、柄材である。 262は、サワラを素材とし、残存する片側端部に、 263は、スギを素材とし

て、両端部に柄差込を作り出している。 264は、ヒノキを素材とする四角細棒の途中に長方形の柄穴が

2箇所設定され、ほかに2箇所、木釘が打たれている。 265もヒノキを素材とする四角細捧で、片側端

部に柄差込部分、反対側端部に長方形の柄穴を設定している。柄差込部分に2箇所、本体に 1箇所、木

釘が打たれている。 266は、モミ属を素材とする四角細棒で、片側端部に柄差込部分、反対側端部に長

方形の柄穴を設定している。 264~266は、格子状に組み立てられる部材であり、障子の桟のようなもの

が推定される。

267は、杭で、モミ属の節が残る丸太加工材を転用したものである。先端部は、打設時に生じた潰れ

が観察される。 268は、イヌマキ属を素材とした矢板である。表裏両面に削りだしの加工痕が認められる。

267同様、先端部に打設時に生じた潰れが観察される。

(6) 種子類(図版14)

包含層中からは、植物遺体である胡桃や桃または、梅の種子が多数出土している。いずれも食用とな

る部分があり、桃については、祭記行為との関わりも考慮されるが、半割状態にあった胡桃の種子で、

目玉部分が取り出されず残っていた個体があり、自然物か、栽培物・人為的な採集物であるかとの判断が

つきかねた上、帰属時代も不明であるため、参考資料として、集合撮影して、写真図版に掲載した。

第1表 土器観察表1(縄文土器・弥生土器・土師器・中世素焼土器)

番号
挿殴 図版

内容 器種 残便部位 残存車 計測値
色鵠

胎士宮有物
番号 番号 内面 外面

文様・器面調整 備考

縄文時代

6 3 
縄文
深鉢 胴部 1/10宋満 残存高45mm 10YR5/1 10YR3/1 長石・石英・ 外面.半蔵竹管内皮を用いた縦方向の条線 中期後案。

土器 褐灰色 黒褐色 白・巣色粒子 文。貼付隆帯。 曽利Iまたは
宜式土器に比定。

2 6 3 登 胴中位~ 1/5程度
底部径咽胴 2.5Y6/1 2.5Y4/1 

花嵩岩片(多量)
外面.横・斜方向条線立。 弥生時代

底部 残存高185mm 黄灰色 黄灰色 内面輪積綾合部に指頭圧痕集中。 中期以前。

外酪 原体LR単節縄t管立状を工横具方外向皮にを施用文いす
頚下位~ 7.5YR5/3 7.5YR5/3 

る主機事事。竹 た

3 6 6 褒
胴上位

1/6程度 残存高89mm
にぷい褐色 にぷい褐色

石英・白色粒子 沈韓による重三角区酒。逆三角形区
商内に刺突宜充填。

内高橋方向のナデ調整。

外面 :1車体LR単節縄文を横方向に施文し

4 6 6 壷 類部 1/1日未満 残存高36mm
7.5YR4/3 7.5YR4/3 

石英
た後、竹管状工具外度を用いた沈線

;満磨著しい。
掲色 褐色 を横方向に引いて多段に区間。特定

区画の縄文在庫署り消す。

弥i喪 外面原体LR単節縄文を施文した後、枠

2.5YR4/4 5YR5/3 状の区画帯を涜に縁施で宜設し定たし、;流水文 外面

5 6 B 胴上位 1/10未満 残存高77mm
に."ぃ事掲色 にぷい赤褐色

長石・石英 在外枠区画内 後、内枠区 赤色顔料
内在磨り消す。 議布か?

内商輪積痕を残す。

外面口縁部横方向的ハケ調整。

頚ロ縁中位~ 10YR6/3 10YR7I4 
顎上位斜方向のハケ讃整。

6 6 自 広口聾 1/10未満 残存高64mm
にぷい費褐色 にぷい黄櫨色

長石石英 顔中位様方向町ハケ調整。
内面白縁部連孤立施主。
頭上・中位横方向のハケ鵠整。

7 6 B 壷 底部 1/3程度
復原底径88胴 7.5YR6/2 10YR5/1 

長石・黒色粒 内面横方向の指ナデ隷整。
鹿函に

残存高16mm 灰褐色 褐灰色 網代痕残る。

日 6 6 蓋
胴下位~ 1/5程度

復原底径82m聞 10YR5/1 5YR6/6 
長石黒色粒 内面.横方向の指ナデ調整。

底面に

底部 残存高39醐 補灰色 檀色 網代痕残る。
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第E章遺構と遺物

第2表 土器観察表2(須恵、器・灰軸陶器・山茶碗)

挿図 図版 色調
番号
番号 番号

内容 器種 残便部位 残存率 計灘値 胎土吉有物 文様・器面調整 備考
内面 外面

96 11 7 事不 口(受縁部部) 1/10来満 残存高24mm
10YR5/1 10YR5/1 

白色粒子
外面横方向の指ナデ調整。

掲灰色 掲灰色 内笛様方向の指ナデ調整。

97 11 7 主年 ロ(受縁部部) 1/1日未満 残存高18剛
N5/ N4/ 黒白色色粒粒子子 ({骨骨量量))・

外面横方向の指ナデ調整。

灰色 灰色 内面横方向の指ナデ譲整。

98 11 7 土平
口縁部

1/10未満 残存高20mm
N5/ N4/ 

白色粒子
外面横方向の指ナデ調整。

(受部) 灰色 灰色 内積横方向の指ナデ調整。

99 11 7 耳
ロ縁~ 1/10来満 残存高27mm

2.5Y6/1 2.5Y7/1 白色粒子 ((横極歩歩量量))・ 外面横方向の指ナデ調整。
体中位 貴灰色 灰白色 黒色粒子 内面横方向の指ナデ調整。

1∞ 11 7 事手 ロ縁~ 1/10朱満 残存高泊mm
N5/ N6/ 

自・黒色粒子 外内面菌 横方向の指ナデ調整。
体下位 灰色 灰色 横方向の指ナデ調整。

101 11 7 坪蓋 摘~ 2/3程度 残存高17mm
N7/ N8/ 白色粒子・

外面天井部横方向のへラケス'リ調整。 摘部宗珠形。
実井上位 灰白色 灰白色 黒色粒子(企量)

102 11 7 土干蓋 摘部 1/2程度 残存高10mm
N7/ N7/ 白色粒子((歩量)) 外面 天井部件費方向のへフケズリ調整。 摘部凹形。

灰白色 灰白色 黒色粒子骨量 内面剥落先損。 外面自然袖付着。

103 11 7 坪蓋
天井下位

1/10宋満 残存高17柵
7.5YR6/1 7.5YR5/1 

白色粒子(少量)
外面横方向の指ナデ調整。

~縁部 褐灰色 褐灰色 内面横方向のヘラケズリ調整。

体下位~ 残存高((土輪器ド本チ体吉))14mn N8/ N8/ 外面:横方向の指ナデ譜整。
1倒 11 7 耳

底部
lま 1~1/1 残存高 22四百

灰白色 灰白色
輝石・由色粒

内面:横方向のへラケスV調整。 底部下に輸ドチ付着。
推定底径60棚

105 11 7 
局台 体下位~ 1/5程度

復原高台径110mm 5Y6/1 5Y6/1 丸底の底部が晶台下
付土不 高台部 残存高17珊 灰色 灰色 より突出する器形。

106 11 7 皿 ロ縁~ 1/10朱満
復原口径16加 m N6/ N5/ 

赤色粒・白色粒子
外面横方向の指指ナデ調整。

体下位 残存高17mm 灰色 灰色 内面横方向のナデ翻整。

壷
N6/ N7I 岳色粒子

外面横方向。〉突帯下に波状主を巡ら

107 11 7 または 頚部 1/10未満 残存高74mm
灰色 灰白色 黒色粒子(骨量)

せる。

聾 内関横方向の指ナデ調整。

須恵器 壷 lOYR4/1 N6/ 
1郎 11 7 または 類部 1/10来満 残存高18mm

褐灰色 灰色
自色粒 外面列点状の連続刺突文。 内甑自然柚付着。

蜜

ロ縁~
復原口径146mm

N8/ N8/ 外菌横方向の指ナデ調襲。 外商胴上位、内面口縁
109 11 7 壷

眼上位
1/5程度 復原頭径，96醐

灰白色 灰白色
白黒色粒子

内面横方向の指ナデ調整。 ~顎上位自然袖付着。
残存高85剛

N6/ N7I 
外商横方向の指ナデ調整。

110 11 7 葺 口縁部 1110未満 残存高24mm
灰色 灰白色

白・黒色粒子 流水文施主。
内面横方向の指ナデ調整。

111 11 7 壷
口縁~ 1/6程度 残存高47mm

N7/ N7/ 
自・黒色粒子 外面横方向田指ナデ調整。 付内面ロ縁外商自然紬

頚上位 灰白色 灰白色 着。

112 11 7 重 口縁部 1110宋満 残存高16mm
N6/ N6/ 

白黒色粒子
外面積方向の指ナデ謂整。

灰色 灰色 内面横方向の指ナデ調整。

113 11 7 壷 口縁部 1/10来満 残存高16剛
N8/ N8/ 

自・黒色粒子 内外面自然柚付着。
灰白色 灰白色

114 11 7 棄 口縁部 1/10来満 残存高25mm
N5/1 N6/1 

白・黒色粒子 外菌検方向の指ナデ調整。 内面自然軸付着。
灰色 灰色

壷
N6/ 5Y6/1 外商タタキ目。

115 11 7 または 間部 1/10:未満 残存高33醐
灰色 灰色

白色粒子
内面青海液立。

火ぶくれあり。
蕎

蓋 10YR3/1 10YR7Il 外面タタキ目。
116 11 7 または 闘部 1/10宋満 残存高39剛

黒褐色 灰白色
自・黒色粒子

内面.青混波文。
事

壷
N8/ N8/ 

117 11 7 または E岡部 1/10来満 残存高田mm
灰白色 灰白色

自・黒色粒子 外面タタキ目。 内外面自然袖付着。

聾

壷
N6/ N6/ 外面タタキ目。

118 11 7 または 胴部 1/10来満 残存高35棚
灰色 灰色

自・黒色粒子
内面斜方向のへラナデ穏整ゐ

饗

119 11 7 磁
口縁~ 1/1日未満 残存高23醐

10YR6/1 10YR6ノ1
白・黒色粒子

外面横方向の指ナデ謡整。
体上位 褐灰色 褐灰色 内聞横方向の指ナデ調整。

120 11 7 皿 口縁~ 1/10未満 残存高17mm
2.5Y7/1 2.5Y7/1 

黒色粒子
外面 様方向の指指ナデ調整。

内外面灰結塗布。
体中位 灰白色 灰白色 内面横方向のナデ調整。

121 11 7 碗 底~ 1/4程度
復原高台在日Omm 5Y7/1 5Y7/1 

底面画転品切痕残る。
高台部 残存高23mm 灰白色 灰白色

器語 画内台断面三日月形。

体下位~ 3/5程度 高台後62mm 5Y7/1 5Y7/1 
面自然軸付薗。

122 11 7 碗
高官部 1.111/1 残存高20mm 灰白色 灰白色

自・黒色粒子 重包焼吉による高台
痕残る。
火ぶくれあり。

底~ 復原高台径621醐 2.5Y7/1 2.5Y7/1 
外面横方向の指ナデ調整。

123 11 7 碗 1/3程度 白色粒 碗内面横方向田へラケズリ調整。 高台断面三日月形。
高台部 残存高16mm 灰白色 灰白色

高台内面横方向のヘラケス:1)調整。

124 11 7 山茶観 碗
体下位~ 1/2程度 |司復書原存高高2台8後胴72mm 

N8/ N8/ 
自・黒色粒子

外面積方向の指ナデ調整冶

高台部 灰白色 灰白色 高台内面横方向のへラケズリ調整。
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第3表 土器観察表3 (輪入磁器・妬器・瓦器・国産陶磁器・土製品)

番号
挿図 図版

内容 器種 残使部位 残存率 計測値 胎土官有物 文様器函調整 備考
番号 番号

125 12 9 膏白磁 合子議 天井~ 1/5程度
復原最大径58醐

外函:2段の蓮#立
縁部 器高16mm

126 12 9 端皮碗 口縁~
1/10来満 残存高31mm 内面体上位1条細沈線巡る。 12C後半。

体上位

127 12 9 磁白 端反碗 ロ縁~ 1/10未満 残存高13mm 内面体上位櫛掻立。 12C。
体上位

128 12 9 ロ禿碗 口縁~ 1/1日未満 残存高17mm 外商口密部無施軸。 13C半ば-14C前半。
体上位

129 12 9 血 口縁~ 1/10宋満 残存高17醐 外面縦方向翻条線文。 見込に劃花文が入る血。 12C後葉。
体中位

1羽 12 9 
鎮蓮弁 口縁~ 1110来満 残存高21mm 外面蓮#文。 13C中葉-14C前葉。
文碗 体上位

131 12 9 
蓮弁文

体口縁上位~ 1/6程度 復原口径114mm 外面蓮弁文。 13C後半-14C前半。

青磁
折縁皿 残存高16mm

ロ縁~132 12 9 蟻
体上位

1/1日未満 残存高29胴 内面:蓮弁文。 14C。

133 12 9 盤 底~ 1/10未満 残存高2伽m 14C。
高台部

134 12 日
蓮弁文 口縁~ 1/10来満 残存高却醐 内面蓮#文。 13C後半-14C前半。
折縁皿 体上位

査
轟石・

135 12 8 または 口縁部 1/10宋満 残存高25珊
自・黒色粒子

N字ロ縁。 6a型式比定。 13C後半。
事

蓋
136 12 日 または 口縁部 1/10朱満 残存高37剛 長石 N字白縁。 9型式比定。 15C前半。

事

137 12 8 
器常喜妬 大型頚 胴部 1/10朱満 残存高70mm 銅色粒 外内面面 格子状タタキ目。

:斜方向のへラナデ調整。

138 12 8 壷 ロ縁部 1/6程度 残存高41mm 長石・黒色粒子 10製式比定。 15世紀後半。

139 12 8 片ロ鉢 口縁部 1/10宋満 残存高4加m 石英・白色粒子

140 12 B 片口鉢 口縁部 1/10宋満 残存高20mm
長石石英・

黒色粒子

141 12 日 片口鉢
体下位~

1/5程度
復原晶台径134mm

白色粒・黒色粒子
高台部 残存高45胴

火鉢

142 12 12 瓦器 または 闘部 111m畢満 残存高30mm 軽石粒 外簡遥蘇・菊花町印文。
香炉

143 12 lUl 体高下台位部~ 1/5程度 復原高台径41mrn 白黒色粒子 外商一部灰紬付着。 削出高台。
残存高9mm

144 12 11 折縁肌 口縁~ 1/6程度
復原口径98mm 外面。灰軸施軸。

体中位 残存高16醐 内面灰糊施糊。

14日5 12 11 折縁皿 ロ縁~ 1/10宋満 残存高22mm
外面ー灰軸施輪。

体中位 内商灰稲施紬。蓮弁文。

146 12 11 菊皿 口縁~ 1/10来満 残存高29mm
外面長石触(志野柚}施軸。

体下位 内面長石柚志野軸)施柚。

ロ縁~
復原口径96mm

外面長石紬(志野犠)施稿。
147 12 11 丸血

底部
1/6程度 復原底部径59mm 石英

内面・長石軸(志野紬)施粕ι 削出高台。
器高32mm

148 12 13 輪禿皿 体下位~ 113程度 残復存原底高部22径醐40mm 白色粒子
外薗体下位灰稿施柚。

削出高台。
高台部 内面幅9mm程度を環状に残し灰紬施軸。

149 12 血つ 底~ 1/4程度
復原晶台径94醐 底内薗灰紬施柚。同心円状の沈線文。

胎土は須車置。貼付高台。
高台部 残存高18mm 底外面周転糸切痕。放射状に刻みを入れる。

150 12 12 天E茶碗 ロ縁~ 1/1日未満 残存高49mm 黒色粒子
外面鉄穂施紬。

事
体中位 内商鉄紬施紬。

151 12 12 天目茶瓶
口縁~ 1/10宋満 残存高34mm 黒色粒子

外面鉄軸施軸。

重富

体中位 内面鉄軸施軸。

152 12 自 鉢 口縁部 1/1日未満 残存高33棚 長石・石英

153 12 12 播鉢 ロ縁部 1/1日未満 残存高27酬
外面鉄軸施柑。
内箇鉄軸施柚。

154 12 12 播鉢 口縁部 1/10来満 残存高30胴 長石
外面鉄軸施積。
内面白鉄軸施軸。

155 12 13 仏鮪具
血下位~ 112程度 脚残裾存径高5崎2mmmm 白色粒子

外商血下位~脚中位iIIi灰柏施柚。
脚部 ほ 1~ 1I1 内面血下位藁灰紬施制。

注ロ 1/3程度
外商灰軸施輪。

156 12 12 片口鉢 口縁~ 残存高51醐
胴上位 1/10来満

内面灰紬施柏、

157 12 12 練鉢 口縁~
1/6程度 復残存原高口径羽田14問2醐 白色粒子

外箇灰柚施紬。
胴上位 内面反糊施軸。

158 12 13 
八角形香 体下位~

1/3程度
復原底部径68酬

白色粒子 外函へラケズリ調整で面取L。鉄融施稿。
炉 底部 残存高25mm

159 12 13 壷
口縁~ 1/5程度

復原口径50mm
白色粒子

外面白縁部鉄糊施軸。
類上位 残存高33mm 内面鉄紬施祖。

口縁~
口径28胴

外面白縁部鉄糊施剥。
160 12 13 瓶

類部
I~ぽ1/1 頚径2日冊目

内面鉄軸施紬。
残存高75酬

体中位~ 1/10来満 復原高台径咽m剛 舛面体部二重の網目立。高台部3条の線宜
161 12 13 丸碗 底~ 1/2'程度

残存高31酬 内面体部網目立。
(染付)

高台部 1/3程度

162 12 13 

要磁器
鮪形碗 体部 117程度

復原最大径:74mm 外面菊花立。
(染付)

残存高41剛 内面見込に2条の圏線

163 12 13 碗 底~ 1:ぽ1/1 高残台存径高4101mmmm 
外部高台部3条の線文

(染付)
高台部 内面見込に2条の圏線。中央に退化した五井花立。

1制 12 13 瓶
額下位~

1/10来満
復原最大径58酬

外国蛸唐草文。内面無軸。 (染付)銚子。
胴中位 残存高50醐

165 12 14 
土器片 最大径34mm 石英・

間箇在研磨。 弥生土器または土師器片を素材とする。
加工円盤 厚9mm 自・黒色粒子

166 12 14 
土器片 最大復27mm

周囲を研磨。内外面ともに鉄軸施柚。 瀬戸・美濃系摺鉢片在棄材としている。

土製品
加工円盤 厚8mm

167 12 14 
土器片 最大径32mm

間闘を研磨。内外磁ともに鉄砲施軸。 瀬戸・奨濃系靖鉢片を繁材としている。
加工円盤 厚9mm

16日 12 14 土人形ワ 残存高20mm
石英

中空に形成。
赤黒色粒子
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第 l節 弥生時代後期~古墳時代前期の銅製品出土地点についての考察

第N章 まとめ

今回の青木原遺跡の調査区は、二次堆積を繰り返していた!日河道埋没箇所であり、近世・近代の整流・

護岸用の杭打設を除いて遺構は、検出されず、出土遺物の大多数は、上流からの漂着物と目される。

しかし、包含層最下位では、流磨痕の認められない完形品、比較的残存率の高い個体や重量物といっ

た、理没時の原位置を大きく動いていないとみられる資料が、弥生時代後期~古墳時代前期において、

少数ながら存在する。過去の厨辺遺跡の調査結果と合わせて、限定的ながらも、この地点の意味合いを

考える。

また、御殿川上流部には、古代寺院・官街関連遺跡が集中しているが、包含層中から多くの古代瓦が

出土している。その搬入経過についても考察を行いまとめに代える。

第1節 弥生時代後期~古墳時代前期の銅製品出土地点についての考察

調査区東部で弥生時代後期~古墳時代前期に比定される銅製品が比較的近接した地点で2点出土し

た。小銅鐸 (188) と鋼釧再加工品 (189)がそれであり、小銅鐸は、検出時に鮮やかな金属光沢を残し、

銅釧の遺存状況も安定していた。

金属製品であるため、比重が高く、土器片と同じ様に川中で転回する可能性は、小さいが、それで、も、

水中で、流される砂・礁に曝された様な傷は、一切認められなかった。このことから、これら銅製品が検

出時まで、まったく空気や流水に触れず、滞水している河岸部に埋没(埋納されていた可能性がある)

していたと判断がされる。

この地点にこれら銅製品が置かれた意味について考察を進める。

「小銅鐸jは、弥生時代の本州・四国で盛行した青銅祭器である銅鐸の祖型と目される朝鮮式小銅鐸

とその系統に属する品及び、銅鐸の小型品、模倣品を総称する語として使われている。その性格差の確

認を措いた上で見える分布域は、九州、|から関東に及び、いわゆる銅鐸分布闇の外側にも広がっている。

また、土坑に埋納することの多い銅鐸と異なり、住居や墓から出土する例が多い。

静岡県内出土の小銅鐸の事例は、 6例確認される。その内訳は、西から浜松市伊場遺跡、袋井市愛野

向山E遺跡、静岡市駿河区有東遺跡、富士市 (1日浮島村)陣ヶ沢、沼津市(旧浮島村)関峯、三島市青

木原遺跡の出土例であり、現時点で銅鐸分布圏の太平洋側東限となっている酉の屋遺跡(磐田市敷地)

から、 5地点が東に越えて位置する。

愛野向山E、有東、陣ヶ沢、関峯の小銅鐸は、いずれも断面菱形または、長円形の鉦を備え、鰭を持

たず、身の上位に2箇所、表裏で計4箇所に型持ち孔を持つ。鉦・身それぞれの表面に文様は、認めら

れないなどの共通点がある。この種の小銅鐸は、滋賀県南部から南関東にかけ分布域を持ち、分布圏の

重複から、三違式銅鐸の工房で製作された可能性が指摘されている。なお、愛野向山E例の内部には、

銅鍛転用の舌が入っており、「聞かせるJ機能が備わっていた(松井2004)。

これに対し、伊場例は、鰭を持つ(表裏両面の型合わせが若干上下にずれていることから、パリの可

能性も指摘されている)特徴から、外縁付鉦式銅鐸または、崩平鉦式銅鐸の小型品・模倣品と見なされ

ている(太田2005.松井2005)。

菅木原例は、突線鉦式銅鐸の小型品・模倣品と見なされ、形態上の特徴は、他の静岡県内の事例と一

線を期す。近似例は、身外面に綾杉文が縦・横位に巡る千葉県市原市川焼台遺跡1号小銅鐸(第25図

住屠覆土中より出土)が挙げられる。これは、裾内面の突帯を失っている。「開くもの」から「見るもの」
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付編1 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

付編1 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

小}I[とみ・小林和貴・鈴木三男(東北大学植物園)

静岡県三島市南二日町の青木原(あおきばら)遺跡から出土した近世の木材82点の樹種を調べた。青

木原遺跡は標高18m~まどの扇状地~沖積平野に相当する位置にあり、御殿川の河川改修工事に伴って発

掘されたものである。それらの材は曲物、椀、柄杓や桶樽類の栓など(容器類)が44点、箸が3点、下

駄が14点、土木材、部材がが7点、その他傘の聴輔、刀の鞘、木彫像、紡錘車、将棋の駒、自在鈎など

様々な木器類が14点である。これらの材から18もの樹種が同定された。これらの樹種の識別の根拠とな

った形質について略記し、 2006年度に報告した青木原遺跡出土の中・近世の木材の結果も合わせて用材

等について考察を試みた。

同定された樹種

1 モミ属 Abies マツ科

写真図版1:1 a~c (木材番号12867)

垂直・水平両樹脂道とも持たない、年輪が明瞭な針葉樹材。仮道管は整然と並び、早材から晩材への

移行は緩やかでスギに似る。放射組織は、単列で放射柔細胞のみからなる。放射柔細胞の水平壁及び垂

直壁に多くの単穿孔(モミ型壁孔)がみられる。分野壁孔は小型のスギ型で、一分野に 2から4個ある。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定した。

我が固に分布するモミ属には北海道のトドマツから、亜高山帯のアオモリトドマツ、シラベ、冷温帯

のウラジロモミ、暖温帯のモミがあり、材構造は互い似よく似ていて、材構造での樹種の識別は出来な

いが、本州、四国、九州の低山地から山地帯に広く分布するモミ Abiesfirma Siebold et Zucc.がもっと

も普通なものである。モミは成長が早く、幹がまっすぐに立つので大材が得易く、加工も容易でスギや

ヒノキと問じ用途の代用品に用いられることが多いようである。当遺跡出土のモミ属材は曲げ物の蓋3

点、箸1点と、柄のある部材1点、杭l点であり、輩、箸はそれぞれヒノキ、スギの代用とも言える。

2 トウヒ属 Picea マツ科

写真図版 I:2a~c (木材番号12883)

水平・垂直の両樹脂道をもっ針葉樹材で、晩材は量多くなく、早材から晩材への移行はゆるやか。早

材の仮道管径は小型で、晩材とは壁厚の変化によって区別される。放射組織の上下縁辺には放射仮道管

があり、孔口の狭い有縁壁孔が見られ、その断面は角張ることからカラマツから区別される。分野壁孔

はトウヒ型で小さく、 1 分野に 2~5個ある。これらの形質からトウヒ属の材と同定した。

本州中部に分布するトウヒ属の樹木にはトウヒ、パラモミ、ハリモミなど幾つかの種があるが、量的

にやや多いのはトウヒである。これらは冷温帯から亜高山帯にかけて生育することと現在でもほとんど

植林はされていないことからから、奥地の天然林を伐りだして木材を商品として、流通させたものと考え

られる。材は木理通直、割裂性が良く、軽軟で切削加工が容易で仕上がりは美しい。本遺跡出土材は曲

げ物の蓋4点と漆塗り柄杓の柄l点、で、いずれもヒノキの代用と言える。

3 マツ属 Pinus マツ科

写真図版1:3a~c (木材番号12902)
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表1 平成22年度青木原遺跡樹種間定一覧表

標本No 縄載番号 取上番号 樹種 器種1 器種2 部位 木取り 備考 時期

12838 200 1972 ケヤキ 割物 槽 ①本体 横木 塗無し 近世

1お39 199 4056 ケヤキ 皿 ①本体 横木 議無し 近世

12840 197 1705 ブナ属 漆椀 ①本体 横木 内外赤 近世

12841 198 3683 ブナ属 漆椀 ①本体 横木 内外赤 近世

12日42 1鉛 2657 ブナ麗 漆椀 ①本体 横木 内赤外黒家紋付 近世

12倒3 195 2001 ブナ属 漆葺 漆鳳 ①本体 横木 内外黒晶台裏赤加飾 近世

12制4 194 35包 ブナ属 漆蓋 漆皿 ①本体 横木 内赤外窯 近世

12845 207 5352 ヒノキ 栓(棒状) 下栓 ①本体 剤り出し 塗無し 近世

12出6 20日 194 ヒノキ 栓(棒状) 下栓 ①本体 削り出し 塗無し 近世

12847 209 4695 ヒノキ 栓(棒状) 下栓 ①本体 開11')出し 塗無し 近世

128柑 216 3463 スギ 栓(台形) 上栓 ①本体 商IJ')出し 塗無し 近世

12日49 214 47岨 ヒノキ 栓(台形) 上桧 ①本体 削り出し 塗無し 近世

128叩 219 53却 スギ 栓(台形) 上栓 ¢本体 削り出し 塗無し 近世

12筋1 217 5324 ヒノキ 栓(台形) 上栓 ①本体 削り出し 塗無し 近世

12852 211 5331 ヒノキ 栓(台形) 上栓 ¢本体 即IJ')t!Iし 塗無し 近世

12853 221 5334 スギ 栓(台形) 上栓 ①本体 開IJ')出し 塗無し 近世

12854 210 5339 ヒノキ 栓(台形) 上栓(小型) ①本体 間11')出し 議無し 近世

12855 220 479 スギ 栓(台形) 上栓 ¢本体 剤り出し 塗無し 近世

12856 215 837 スギ 桧(台形) 上栓 ①本体 削り出し 塗無し 近世

12857 213 2454 スギ 栓(台形) 上栓 ①本体 削り出し 塗無し 近世

12858 222 2498 スギ 栓(台形) 上栓 ①本体 削り出し 議無し 近世

12859 218 3095 スギ 栓(台形) 上栓 ①本体 削り出し 塗無し 近世

12860 212 34判 ヒノキ 栓(台形) 上栓{小型) ①本体 削り出し 塗無し 近世

12861 加2 951 モミ属 箸 ¢本体 開IJ')出し 近世

12飴2 初1 5296 スギ 箸 ①本体 再1]')出し 近世

12田3 203 5310 スギ 箸 ①本体 即1]')出し 近世

12864 204 2941 クリ しゃもじ? ①本体 柾目 近世

12865 205 4094 ヒノキ 柄杓 側板 在杓部(側板) 柾目 黒漆? 近世

12866 トウヒ属 柄 哩柄部 削り出し四角樺 黒漆? 近世

12867 223 149 モミ腐 円板(蓋板) 曲物蓋 ①本体 柾目 近世

12868 233 1427 スギ 円板(蓋板) 掛物蓋 ①本体 追い柾斜め 近世

12869 230 5341 ヒノキ 円板(蓋桓) 曲物筆 ¢本体 追い柾斜め 近世

12870 2鈎 3428 トウヒ属 円板(蓋板) 曲物蓋 包本体 柾目 近世

12871 224 2949 サワラ 円板(董板) 曲物蓋 ①本体 柾目 近世

12872 225 4454 ヒノキ 円板(葦板) 語物蓋 ①本体 板目 近世

12873 227 相92① トウヒ属 円板(蓋叡) 曲物筆 ①本体 柾目 4091②と同所出土 近世

12874 228 相92(I) トウヒ属 円板(蓋板) 曲物蓋 ①本体 柾臣 4092①と問所出土 近世

12875 226 3510 モミ属 円板(蓋板) 曲物董 ①本体 柾目 近世

12876 お1 5剖4 ヒノキ 円板 (重量板) 裁物蓋 ①本体 柾目 集げ 近世

1287ワ 232 25 サワフ 円板(蓋板) 曲物蓋 ①本体 板目 黒漆つ 近世

12878 238 2937 ヒノキ 漆塗丹板 曲物底板 ①本体 柾自 累漆 近世

12879 2お 4095 ヒノキ 円板 曲物底板 ①本体 柾目 近世

12880 206 4535 サワラ 漆議円板 織物底板 ①本体 板目 漆塗 近世

12881 宜~37 1267 ヒノキ 円板(底板) 曲物底板 ①本体 柾目 近世

12882 Z沼5 2829 モミ嵐 円板(底板) 曲物蓋 ①本体 斜め 近世

12日83 239 3509 トウヒ属 円板(底板) 曲物蓋 ①本体 柾目 近世

12泊4 252 312 アカガシE属 有孔円板 紡錘車 ①本体 斜め 近世

12加5 251 3111 ヒノキ 有孔円板 紡錘車 ①本体 斜め 近世

128郎 234 7 イチイ 桶(側板) 桶側板 ①本体 柾目 黒漆 近世

12887 2国 4671 カヤ 将棋駒 ①本体 斜め 飛車 近世

12888 253 202 イチイ 鞘 包丁鞘ワ ①本体 板目 漆塗 近世

12889 2臼 4164 ヒノキ 鞘 力鞘 ①本体 柾目 近世

12890 255 2822 ヒノキ 鵠 万鞘 ①'"体 板目 近世

12891 259 512 サワラ 円錐状木器 一部樹皮付 在本体 丸木芯持ち 先端部削り出し 近世

12892 25日 5349 コナラ節 編鍾 木錘 ①本体 芯持ち削り出し 近世

12893 257 840 工ゴノキ属 事纏輔 手元種輔 ①本体 芯抜吉 赤黒漆塗 近世

12894 256 3235 エゴノキ属 傘轄櫨 頭犠謹 ①纏輯'"体 芯抜書 塗無し 近世

12895 竹笹類 申の柄 ②傘の芯 近世

12896 249 4838 カエヂ属 自在鈎 ①本体 近世

12897 263 4693 スギ 柄材 G:本体 四角樺 近世

12898 262 517 サワラ 納材 ①本体 四角棒 近世

12899 畳64 日，78 ヒノキ 柄材 ①本体 悶角細棒 丸栴付 近世

129∞ 265 2655 ヒノキ 栴材 ①本体 四角細樺納付 近世

12901 266 3355 モミ属 柄材 ①本体 四角網棒納付 近世

12902 240 5346 マツ属 下駄(草履下駄) 草履下歓 ①本体 柾目 近世

12叩3 241 3189 クワ 下駄(草履下駄) 草履下駄 ①本体 柾目 近世

12904 242 3131 クリ 下駄(連歯下歓) 一木下駄 ①本体 板目 近世

12905 243 2947 エゴノキ踊 下駄(連指下駄) 木下駄 ①本体 斜め 近世

12906 246 3049 ケヤキ 下駄(差歯下駄) 組下駐本体 ①本体 板目 近世

12叩7 ケヤキ 前歯 ②前差歯残 板目 近世

12908 245 1557 ケヤキ 下駄(差歯下駄) 組下駄本体 ①本体 桜田 近世

129田 ケヤキ 前歯 ②前差歯残 板目 近世

12910 ケヤキ 後歯 ③量葉樹残 板自 近世

12911 2判 3055 キハ51 下駄(差歯下駄) 組下駄本体 ①本体 柾固 近世

12912 キハタ 前歯 ②前差歯残 斜め 近世

12913 キハヨf 後歯 ③後差歯残 斜め 近世

12914 247 1879 ヒノキ 下駄(差歯下駄) 組下駄本体 ①本体 板目 近世

12915 248 1754 ケヤキ 下駄(差歯) 組下駄誼 ①本体 板目 近世

12916 267 15回 モミ嵐 杭 ①本体 丸木お持ち 加工材杭軽用 近世

12917 268 27剖 イヌマキ属 矢板 ¢本体 芯持ち削り出し 近世

12918 260 5348 ヒノキ 木彫像 ①本体 近世

12919 261 16前 ヒノキ 木彫像 ①本体 近世
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付編I 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹穫

年輪が明瞭な針葉樹材で、水平・垂直両樹脂道をともに持つ。晩材部は幅広く、早材から晩材への移

行はやや急で、年輪界は明瞭で、ある。放射組織には、上下に放射仮道管があるが、細抱壁が劣化してお

り、鋸歯状肥厚は確認できない。放射柔組織の水平壁は平滑で、分野壁孔は大型の窓状で普通一分野に

一つ存在する。以上の形質より、マツ科のマツ属(複維管束亜属)の材と同定した。

三島市付近でこの出土材の候補となりうる樹種はアカマツかクロマツであるが、細胞壁の劣化により

そのいずれとも決めかねる。 2006年の発掘調査報告では近世以降の杭l点がアカマツとして報告されて

おり、今回の材もアカマツである可能性は高い。本遺跡出土材は草履下駄1点である。

4 スギ Cryptomeria japonica (Linn. f.) D.Don スギ科

写真図版II:4 a~c (木材番号12850)

水平・垂直の両樹脂道を持たない針葉樹材で、早材から晩材への移行はやや急で年輪界は極めて明瞭

である。樹脂細胞が晩材部に接線方向にややまとまりながら散在している。放射組織は、単列で放射柔

細胞のみからなる。分野瞳孔は、大型のスギ型で一分野あたり通常2個あり、開孔部の長軸は水平に近

い方向になる。以上の形質より、スギ科のスギの材と同定した。

スギ材は青森県南音防、ら九州屋久島まで広く分布し、特に本州、旧本海側と東海地方に多い。成長が早

く、大材が得易く、建築材を始め、各種器具材に縄文時代以来、北陸、東海地方でよく利用されてきて

いる。当遺跡出土材は桶樽の木栓8点、箸2点、曲げ物の蓋l点、ほぞ、のある部材l点の合計12点であ

る。

5 ヒノキ Chamaecyparis obtusa (Siebold et Zucc.) Endl. ヒノキ寺ヰ

写真図版II:5 a~c (木材番号12872)

水平・垂直の両樹脂道を持たない針葉樹材で、早:材から晩材への移行は急で、年輪界は明瞭だが、晩

材部の量が少ないので年輪の色彩は大きく違わない。樹脂細胞が早材部から晩材部にかけて散在し、そ

の水平壁は数珠状に肥厚する。放射組織は単列で、放射柔組織のみからなり、分野壁孔は中型のヒノキ

~トウヒ型で、一分野に2個ある。これらの形質から、ヒノキ科ヒノキ属のヒノキと同定した。

ヒノキは関東地方北部から九州屋久島まで分布し、特に中部地方の山地帯に多い。その材はわが国の

針葉樹類中でもっとも材質が優れたもので、古代の幾内地方を中心に大型の建築物の建築材や各種器具

材、細工物、木簡や形代、斎申、曲物など、広く用いられてきている。当遺跡出土材は曲げ物の蓋、底

板など、桶樽などの木栓、万の鞘、木彫像、漆塗り柄杓の頭、紡錘車、組み下駄など23点と最も多い。

6 サワラ Chamaecyparis pisifera Siebold et Zucc. ヒノキ手ヰ

写真図版II:6 a~c (木材番号12919)

ヒノキ同様、水平・垂直樹脂道を欠き、仮道管、放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。早材から

晩材への移行はやや急で、晩材部は少ない。樹脂細胞は晩材部付近に散在し、水平壁は数珠状を呈する。

分野壁孔は中型のヒノキ型~スギ型で、 l分野当たり普通2個存在し、ヒノキよりもやや孔口が大きく、

関口部の長軸は水平に近くなる。以上の形質からヒノキ属のサワラの材と同定した。

サワラは本州中部の山地に分布し、樹高30m以上、幹径1mになる。ヒノキより成長が早く同じ幹の

太さではサワラの方が樹齢が少ない。材は木理通直で割裂性良く、ヒノキより軽軟で切削加工は容易で、

あるが、光沢、香りはない。水湿に特に強いので桶類に、また、香りが無いので、飯ぴつや箸に用いられ

る。ヒノキに比べ材質は劣り、ヒノキの代用とされるほか、スギ同様の用途がある。本遺跡出土材は曲

げ物の蓋2点(うち 1点は漆塗り)、漆塗り曲物の底板l点、柄のある部材1点、「円錐状木器J1点で
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付編 1 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

り、徐々に径を減じ、火炎状に配列する環孔材である。道管の穿孔は単一で、道管内部にはチローシス

が著しい。木部柔組織は接線状~短接線状に配列する。放射組織は単列向性で、道管との壁孔は対列状、

あるいは柵状となる。これらの形質からブナ科のクリの材と同定した。

クリは北海道南部から九州まで分布する落葉高木で、樹高25m、幹径1mに達し、また二次林に最も

普遍的な樹種の一つである。材はやや硬く、割裂容易で、保存性にすぐれ、特に水湿に強い。大材が得

られることもあって建築材、器具材、土木用材など実にさまざまな用途がある。当遺跡出土材は下駄2

点としゃもじ 1点である。

11 ブナ属 FagusFagaceae 

写真図版町:lla~c (木材番号12842)

小型でやや角張った道管が、単独あるいは2個複合し、均一に密に分布する散孔材で、道管径は年輪

の終わりに向かつてかなり小さくなる。道管の穿孔は単一あるいは横棒が14本程度の階段状である。放

射組織は平伏細胞と上下端のみ直立細胞の異性で、 1~14細胞幅からなり、大きな放射組織が目立つ。

道管と放射組織聞の壁孔は大型のレンズ状である。これらの形質からブナ科ブナ属の材と同定した。

ブナ属には北海道南部から九州までの温帯に広く分布するブナと、主に本州の太平洋側の温帯に分布

するイヌブナがあるが、材構造での区別は困難である。ブナ材は硬く撤密で割裂性はよいが保存性に劣

る。イヌブナ材はブナ材より脆い。当遺跡出土材は漆器椀5点でうち2点は椀蓋である。

12 コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科

写真図版町:12a~c (木材番号12884)

中型で丸い厚壁の道管がゆるくまとまりながら放射方向に年輪を越えて配列する放射孔材である。道

管の穿孔は単一、道管内壁にらせん肥厚はない。木部柔組織は接線状で比較的目立つ。放射組織は単列

のものと複合放射組織があり、柾目面では特有の紋様をなす。これらの形質からブナ科のコナラ属のう

ち、常緑のカシ類であるアカガシ亜属の材と同定した。

アカガシ亜属(カシ類)はブナ科コナラ属のうち、常緑の樹種からなる亜属で、アカガシ、シラカシ、

イチイガシ、ツクパネガシなど全国の暖温帯以南に広く分布し、照葉樹林を構成している。多数の種が

あり、材構造での麓の識別は出来ていない。材は重硬で粘りがあり、割裂困難で加工性、保存性は中く

らいである。本遺跡出土材は紡錘車l点、である。

13 コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科

写真図版V:13a~c (木材番号12892)

年輪のはじめに丸い大道管が間隔をあけてー列に並び、そこから順次径を減じて晩材部では薄壁の小

道管が散在する環孔材で、道管の穿孔は単一、道管内壁にらせん肥厚はない。木部柔組織は周囲状、散

在状及び独立帯状で、晩材部でよく目立つ。放射組織は単列向性と極めて大きな複合放射組織で、後者

にはしばしば結品細胞を含む。道管ー放射組織間壁孔は縦長の楕円形で柵状に並ぶ。以上の形質からコ

ナラ属のうち、コナラ節の材と同定した。

コナラ節には北海道南部から九州種子島までの冷温帯下音防ミら暖温帯のニ次林に広く分布するコナラ、

北海道北部から九州、じまでの冷温帯から暖温帯上部に広く分布するミズナラ、主に青森県以南の冷温帯か

ら暖温帯に希に分布するナラガシワ、北海道から九州の冷温帯、暖温帯に分布するカシワなどがあるが、

材構造での区別は困難である。コナラは幹径60cm、樹高20mくらいになる落葉高木で、材質はやや堅く、

肌目は粗い。建築材、器具材、薪炭材に用いられる。ミズナラは幹径1m、樹高30mになる落葉大高木
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写真図版I 付編l 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

1 aモミ属 12867 木口x30. 1 b. 同 板目 x60. 1 c. 同 柾目 x240.

2a.卜ウヒ属 12883 木口X30. 2b 同 板目 X60. 2c. 同 柾目 X240.

3a.マツ属 12902 木口x30. 3b 同 板目 x60 3c 同 柾目 x240
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写真図版E

4a.スギ 12850 木口 x30. 4b 同 板目 x60 4c. 同 柾目 x240.

5a.ヒノキ 12872 木口X30. 5b. 同 板目 x60目 5c 同 柾目 X240

6aサワラ 12919 木口x30 6b 同 板目 x60 6c. 同 柾目 x240
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写真図版皿 付編l 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

7a.イヌマキ属 12917 木口X30. 7b. 同 板目 x60 7 c. 同 柾目 x240.

8aイチイ 12886 木口x30. 8b. 同 板目 x60. 8c. 同 柾目 x240

9a.カヤ 12887 木口x30. 9b回同 板目 x60. 9c. 同 ヰ正目 x240
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写真図版N

10a.クリ 12903 木口x30. 10b 同 板目 x60. 10c. 同 柾目 x120. 

11aブナ属 12842 木口x30. 11b 同 板目 x60 11c. 同 柾目 X120.

12aアカガシ亜属 12884 木口x30 6b. 同 板目 x60 6c 同 柾目 X120
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写真図版V 付編1 静岡県三島市青木原遺跡出土木材の樹種

13a.コナラ節 12892 木口x30. 13b 同 板目 x60 13c 同 ヰ正目 x120

14aケヤキ 12906 木口x30 14b. 同 板目 x60 14c. 同 柾目 x120 

15a.カエデ属 12896 木口x30. 15b. 同 板目 x60 15c. 同 柾目 x120 
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写真図版VI

16a.キハダ 12919 木口x30. 16b. 同 板目 x60 16c 同 柾目 X120.

17a.エゴノキ属 12905 木口X30. 17b. 同 板目 x60 17c. 同 柾目 x120.

18a.タケササ類 12895 木口x30. 18b. 同 木口x120.
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図版 1 出土骨(1)

5 

9 

8 

14 15 
10a 

1.ヒト?頭蓋骨(骨1:取上番号4368)
3. イヌ右上顎骨Mト2部(骨2:取上番号1017)
5. ウマ/ウシ胸椎(骨3:取上番号127)
7. ウマ左大腿骨(骨5:取上番号2070)
9.獣類四肢骨(骨7:取上番号3217)
11 .獣類四肢骨(骨9:取上番号3288)
13. ヒ卜右大腿骨(骨11:取上番号4958)
15. ウマ/ウシ椎骨(骨13:取上番号4639)

6a 

6b 

6c 

10b 

付編2 青木原遺跡の自然科学分析

7a 

11 

13a 13b 

。 5cm 

2. イヌ右上顎骨阿部(骨2:取上番号1017)
4. イヌ左上顎骨P4-M2部(骨2:取上番号1017)
6. イヌ第2頚椎(骨4:取上番号4201) 
8.大型獣類四肢骨(骨6:取上番号2439)
10. ニホンジカ右中足骨(骨8:取上番号3218)
12.獣類四肢骨(骨10:取上番号3996)
14.不明(骨12:取上番号1329)
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図版2 出土骨(2)

17 
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20 22 
16 19 

24 25 27 28 
30 31 

26 29 

、-... 34 
32 

35 
33 39 

36 
37 

38 

41 
42 46 

44 

o 5cm 

16. ウマ右上顎第3後臼歯(歯1;取上番号410) 17. ウマ門歯(歯止取上番号709)

18. ウシ左上顎第3後臼歯(歯止取上番号869) 19. ウマ右上顎第2後臼歯(歯止取上番号1174)

20. ウマ右下顎第2門歯(歯止取上番号1548) 21. ウマ右上顎第2前臼歯(歯10;取上番号1859)

22.ウマ左下顎歯牙(歯11;取上番号1911) 23. ウマ上顎歯牙(歯12;取上番号1921) 

24. ウマ右上顎第3後臼歯(歯14;取上番号1965) 25. ウマ左下顎第2後臼歯(歯16;取上番号2204)

26. ウマ左上顎第3後臼歯(歯17;取上番号2256) 27. ウマ左上顎第4前臼歯(歯19;取上番号2434)

28.ウマ左上顎第4前臼歯(歯20;取上番号2569) 29. ウマ右上顎歯牙(歯22;取上番号2801) 

30. ウマ右上顎歯牙(歯23;取上番号2855) 31. ウマ右下顎歯牙(歯24;取上番号3022)

32. ウシ左下顎第3後臼歯(歯25;取上番号3784) 33. ウマ右下顎第4前臼歯(歯26;取上番号3794)

34. ウマ右下顎第2後臼歯(歯28;取上番号3818) 35. ウマ左下顎第1後臼歯(歯29;取上番号3871) 

36.ウマ右上顎第4前臼歯(歯30;取上番号4054) 37.ウマ左上顎第2後臼歯(歯31;取上番号4271) 

38. ウマ左下顎第4前臼歯(歯32;取上番号4346) 39.ウマ右上顎第4前臼歯(歯33;取上番号4430)

40. ウマ左上顎第3後臼歯(歯34;取上番号4588) 41. ウマ門歯(歯35;取上番号4853)

42. ウマ左上顎第3後日歯(歯36;取上番号4877) 43.ウマ右下顎第3前臼歯(歯37;取上番号4903)

44.ウマ右下顎歯牙(歯38;取上番号5193) 45. ウマ右下顎第3後臼歯(歯39;取上番号5138)

46. ウマ左下顎第3後臼歯(歯40;取上番号5127)
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図版1

1.調査区南東部 (西側より撮影)

2.調査区北西部 (北西側より損影)



図版2
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図版3

1ω 

1.銅剣11再加工品 2.縄文土器 3.蔽石

10 

4弥生土器 (壷)



図版4

15 

31 

27 

35 36 

39 

弥生土器・土師器(壷・小型壷・鉢)



図版5

1弥生土器・土師器 (萱・台付饗集合)

2弥生土器・土師器 (高士不集合)



図版6

萱 (口縁部) 宣 (頚~底部)

台付蜜

弥生土器・土師器 (萱・高杯・台付護)



図版7

1.土師器 (護) 4 須恵器 (杯蓋)

区~-----_.------
75 

2.土師器 (杯) 5.須恵器・灰紬陶器・山茶碗 (杯・碗類)

3.土師器 (坪 ・柱状高台) 6 須恵器 (重・ 饗類)



図版8

空

182 

1.管玉 2 石製模造品 4 中世煮沸具 (渦・羽釜)

事V

3.中世常滑産妬器

(斜面) (内面)

5 かわらけ血類



図版9

1古代五集合

(外面) (内面)

2古代瓦
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ふりがな あおきばらいせき

書名 青木原遺跡E

副書名

巻次

シリーズ名 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

シリーズ番号 第244集

編著者名 岩名建太郎小111とみ小林和貴鈴木ニ男金井慎司

編集機関 静岡県埋蔵文化財調査研究所

所在地 〒422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23-20 TEL054-262-4261 FAX 054-267-0521 

発行年月 B 2011年3月10日

ふりがな ふりがな コード
競査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
北緯 東経

ni 

あおきばら 静しず岡おか県けん
350 6' 19# 1380 55' 29# 

青木原 みしまし (日本測地系) (日本測地系)
20090618 

三島市 22206 368 ~ 629.45 記録保存調査
みなみふっかまち 350 6' 31グ 1380 55' 1r 
南二日町 (世界測地系) (世界測地系)

20100226 
626-4 

所収遺跡名 種別 主な年代 主な遺構 主な遺物 特記事項

土器(弥生土器、 小銅鐸の出土

土師器、須恵器、 は、静岡県内

弥生時代 灰糊陶器、妬器、 6例目。鰭を
古憤時代 陶磁器) 備え、外面に

奈良時代 瓦、 文様を持つ三

青木原 散布地 平安時代 石器(磨厳石) 遠式銅鐸の小

中世 金属製品(小銅鐸、 型模造品で、

近世 杭列 銅釧再加工品、万子、 同様の出土例

近代 銭貨、煙管) は、千葉県で

木製品(漆椀、下駄) 報告されてい

石製品(石製模造品、 る。

管玉、火打石)

青木原遺跡は、三鳥扇状地上を流れる御殿川蛇行帯間の微行地から河岸部に当たる。埋没した旧河道中より、

要約 弥生時代から近世・近代に至る遺物が出土した。この内、弥生時代後期から古墳時代前期に比定される小銅鐸は、

当該地域と他地域との交流を考えるよで重要な資料である。
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